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を基本とした 「超え ・ 潜り ・ 送り」の本。 」「 」「
数で網代の編み方を分類し、各遺跡における
編み方の種類とその数量について地域別に検
29 43 10討した 富山県 遺跡 石川県 遺跡 福井県。 、 、
遺跡、新潟県上越・中越地方 遺跡、岐阜県飛7
騨地方 遺跡の網代圧痕および全国 遺跡の実6 16
物資料について編み方の分析・考察を行った
結果、以下の知見が得られた。
北陸全体では、 本超え 本潜り 本送りを(1) 2 2 1
主体とするが、富山県の東端に位置する境Ａ












飛騨地方には、 本超え 本潜りで 本送り(3) 2 2 1
2 2と 本送りが交互するものが多数見られるが、
本超え 本潜り 本送りを基に生み出されたも2 1
のであると考えられ、西日本に属するものと





































































































































各種の生活必需品を置く台 のことである 洋」 。「
式の食卓・応接用卓子」という現代の使われ
方からすれば、テーブルを椅子と切り離して
考えることはおよそ不可能であると考えられ
る。それは古代メソポタミアに於いても同様
であり、テーブルが椅子を伴って使用されて
いたとことは間違いない。新アッシリア時代
のレリーフなどを見ればそのことは明らかで
